
き
よ

す

じ
ょ
う

か

ま
ち

愛
知
。清
洲

城

下
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町
大
字
清
洲

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
城
ヶ
谷
和
広

・
鈴
木
正
貴

・
加
藤
と
よ
江

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
都
市
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
後
期
ｔ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
濃
尾
平
野
を
南
流
す
る
五
条
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

自
然
堤
防
及
び
後
背
湿
地
上
に
立
地
す
る
。
発
掘
調
査
は

一
九
人

一
年
か
ら
継

続
し
て
行
な
わ
れ
、
調
査
総
面

積
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
九
万
ポ

に
及
ん
で
い
る
。
今
回
報
告
す

る
九
〇
Ｄ
区
は
、
工
条
川
河
川

改
修
に
伴
う
事
前
調
査
で
、　
一

六
四
〇
ポ
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。

九
〇
Ｄ
区
で
は
、
戦
国
時
代

を
中
心
と
す
る
清
須
城
下
町
に

関
連
す
る
遺
構
と
江
戸
時
代
の

2003年 出上の木簡

は)

清
須
宿
場
町
に
関
連
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
城
下
町
期
前

期

（
一
五
世
紀
末
―
三
ハ
世
紀
中
頃
）
の
五
条
川
旧
河
道
Ｎ
Ｒ
四
〇
〇

一
が
検
出

さ
れ
、
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
旧
五
条
川
は
細
か
く
蛇
行
し
な
が
ら

流
れ
た
と
復
原
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
入
江
部
に
堆
積
す
る
黒
灰
色

粘
土
層
か
ら
木
簡
三
三
四
点
以
上
が
出
土
し
た
。
出
土
資
料
に
は
木
簡
の
ほ
か

に
、
陶
磁
器

。
土
器
や
漆
器
、
下
駄

・
箸

・
折
敷
な
ど
の
木
製
品
、
死
後
に
傷

が
施
さ
れ
た
人
頭
骨
な
ど
も
存
在
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文
ｉ
内
容

（
り
ヽ
）
×

岸
Φ
∞
×

Ｐ
　
ｏ
ｏ
Ｐ

（
『
ω
）
×

Ｐ
Φ
∞
×

Ｐ
　
ｏ
ｏ
Ｐ

〔
姉
力
〕

×ヽ弾□  
□ □ □

c憐 ラ0 
□ □ □

ぃもv萬   
□ □

ロハ拶廿  唯 □ □

×十れ◆

０
　
。
「南
無
阿
弥
陀
仏
　
為
雲
窓
心
慶
大
□
」

。
「
　
　
　
　
鵬
　
七
月
　
十
六
日
　
」
　
　
∞∞冥
や喫
Ｐ
ｏ２

×
仏
為
雲
窓
心
慶
大
姉

×

〔　一　労々
〕

鵬
七
月
廿
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
る
要
Ｐ
８
〕

(名古屋北部)
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e31   e21   eO   1301   991   99

。
南
無
妙
法
蓮
華
経
　
□

（バ
ン
）

●

音

十
四
日
」

十
四
日
」

×
無
阿
弥
陀
仏

・
南
無
阿
弥
陀
仏
」

。
×
陀
仏
　
　
　
」

・
南
無
阿
弥
陀
仏
」

。
×
弥
陀
仏
　
　
」

「世
語
言
資
生
×

「悉
知
之
雖
未
×

「義
趣
皆
典
実
×

「六
趣
衆
生
×

「故
如
来
常
説
汝
等
比
丘
知
我
説
法
×

「者
是
故
不
応
取
法
不
応
取
非
法
以
×

961   20   20   931

e91   130       eD   e0   051   e→

（
Ｐ
卜
の
）
×
囀
Ｐ
×

Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
ω
卜
）
×
］
］
×
岸
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
Ｐ
い
ヽ
）
×
］
ω
×

滓
　
ｏ
ド
Φ

命

囀
じ

×

含

じ

×

Ｐ
　
ｏ
∞
μ

（
Ｐ
Ｏ
∞
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×
中
ド
×

Ｐ
　
ｏ
Ｐ
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Ю
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×
�
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Ю
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牌
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∞
〕
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〕
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滓
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μ
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や
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沖
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Ｏ
Ｐ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
Ｏ

Ｏ
μ
Φ

〇
解
Φ

Ｏ
Ｐ
Φ

お
ツ

坊
筆

「何
以
故
若
取
非
法
相
即
者
我
人
衆
×
　
　
（Ｐｅ
溢
斐
ド
自
Φ

「生
寿
者
若
取
法
相
…
人
衆
生
×
　
　
　
（∞年
じ
遜
受
ド
自
Φ

「故
是
諸
衆
生
…
為
著
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為
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尼
往
生
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□
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□
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□
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口
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×
∞
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×
Ｐ
　
ｏ
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不

動

明
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無

別

往
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乃

至

法
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即

酷

酬
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×
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ｏ
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ャ
ビ
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バ
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ｍ
想
粋
郭
潔
ギ

み
拶
藩
寿
井
社
生
ぷ

日
日
際
に
４
識
き

円 27)

目

一中‐‐
げ

ω
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日

日

Ｕ

陥

囲

日

Ｕ

閉

日

口
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コ豊
中
し
い地
姻
岨胴
‐‐‐‐
Ш
到助
秒
榊
跡
釉右
志
者
□
」

「

（硝
）　

　

　

南
無
口
国
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
」

Ю
い
∞
×

ω
∞
×

Ｐ
　

ｏ
ω
Ｐ

出
土
し
た
木
簡
は
、
卒
塔
婆
と
柿
経
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
他
に
消

息
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
柿
経
は
数
枚
重
な
っ
た
状
態
で
大
量
に

出
土
し
て
お
り
、
し
か
も
非
常
に
薄
い
板
材
で
作
ら
れ
て
い
た
た
め
小
破
片
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
資
料
を
紹
介
す
る
に
際
し

て
は
、
こ
れ
ら
を
逐

一
取
り
上
げ
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
判
断
し
、
卒
塔

婆
と
柿
経
に
つ
い
て
は
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
報
告
し
、
若
千

の
補
足
を
加
え
る
程
度
に
留
め
た
。

ω
②
は
白
木
の
折
敷
底
板
を
横
に
用
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
意
味

は
不
明
で
あ
る
。
「今
月
」
な
ど
の
書
き
出
し
部
分
か
ら
み
て
消
息
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

卒
塔
婆
は
、
規
模

・
形
態

。
文
言
か
ら
四
種
類
に
区
分
で
き
る
。

卒
塔
婆
Ｉ
類
は
長
さ
三
〇
伽
弱
幅

一
三
血
前
後
の
大
き
さ
で
頭
部
を
五
輪
塔

形
に
作
り
、
表
面
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
為

（戒
名
）
也
」
、
裏
面
に

「騰

（日

付
こ

と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（①
ｌ
⑭
）。
戒
名
に
は
雲
窓
心

慶
大
姉
と
定
因
の
二
者
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
七
日
お
き
に
日
付
が
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
供
養
の
た
め
の
七
本
碁
婆
と
考
え
ら
れ
る
。
同
戒
名
で
同
日
付

の
卒
塔
婆
が
三
本
以
上
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
。
釈
文
を
提
示
し
た
資
料
以
外

に
も
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
少
な
く
と
も

一
〇
点
確
認
さ
れ
る
。

卒
碁
婆
Ⅱ
類
は
長
さ
四
〇
伽
以
上
幅
五
〇
ｍｍ
以
上
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
を

一
括
す
る

（働
ｌ
⑬
）。
や
や
厚
手
の
板
材
を
用
い
て
頭
部
を
五
輪
塔
形
に
作
り
、

五
輪
塔
部
に
梵
字
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
⑩
に
は

「永
正
五
年
」
全

五
〇
八
）

の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

卒
塔
婆
Ⅲ
類
は
長
さ
四
〇
釦
以
上
幅
五
〇
ｍｍ
以
下
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
を

601   坐91   eCl
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一
括
す
る

（⑩
ｌ
⑮
）。
大
半
は
頭
部
を
五
輪
塔
形
に
作
り
、
表
面
に
梵
字
、
経

文
、
戒
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
を
提
示
し
た
資
料
以
外
に
も
、
こ

れ
に
属
す
る
も
の
は
少
な
く
と
も

一
二
点
確
認
さ
れ
る
。

卒
塔
婆
Ⅳ
類
は
長
さ
四
〇
伽
以
下
幅
五
〇
ｍ
以
下
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
を

一
括
す
る

（⑭
ｌ
印
）。

一
方
、
柿
経
は
非
常
に
薄
い
柾
目
板
材
に
経
文
を
記
し
た
木
簡
で
あ
り
、
そ

の
文
言
か
ら
三
種
類
に
区
分
で
き
る
。

柿
経
Ｉ
類
は
両
面
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
頭
部
を
欠
い
て
お
り
、
形
状
を
特
定
で
き
な
い

（的
―
鋤
）。
「仏
」
の
後

に

「南
」
が
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
繰
り
返

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
書
体
は
表
裏
で
異
な
り
、
片
面
は
楷
書
体
、
も

う

一
面
は
草
書
体
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
を
提
示
し
た
資
料
以
外
に
も
、
こ
れ

に
属
す
る
も
の
は
少
な
く
と
も

一
一
九
点
確
認
さ
れ
た
。

柿
経
Ⅱ
類
は
片
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

（例
―
∽
）。

頭
部
は
圭
頭
状
に
加
工
さ
れ
、
文
言
は
清
洲
城
下
町
遺
跡
人
九
Ｇ
区
出
土
柿
経

と
同
様
の
記
入
方
法
で
あ
っ
た

（本
誌
第
一
二
号
）。
本
稿
で
釈
文
を
提
示
し
た

資
料
以
外
に
も
、
報
告
書
に
釈
文
を
示
し
た
も
の
が
三
人
点
あ
り
、
報
告
書
刊

行
以
降
に
保
存
処
理
作
業
の
過
程
で
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
判
明
し
た
も
の
は

少
な
く
と
も
二
〇
点
確
認
さ
れ
た
。

柿
経
Ⅲ
類
は
片
面
に

『金
剛
般
若
経
』
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

（⑫
ｌ
∞
）。

頭
部
は
圭
頭
状
に
加
工
さ
れ
、
経
文
は
原
則
と
し
て
一
本
に

一
六
字
ず
つ
書
写

さ
れ
た
も
の
と
復
元
さ
れ
る
。
師
の
欠
落
部
分
に
は

「即
者
我
」
が
入
る
。
∽

の
欠
落
部
分
に
は

「若
心
取
相
則
」
が
入
る
。
釈
文
を
提
示
し
た
資
料
以
外
に

も
、
報
告
書
に
釈
文
を
示
し
た
も
の
が
七
六
点
存
在
す
る
。
ま
た
、
報
告
書
刊

行
以
降
に
保
存
処
理
作
業
の
過
程
で
経
文
の
復
元
作
業
が
進
ん
で
お
り
、
柿
経

Ⅲ
類
は
少
な
く
と
も
九
〇
点
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

九
Ｏ
Ｄ
区
Ｎ
Ｒ
四
〇
〇

一
出
土
資
料
は
、
河
道
の
移
動
に
よ
っ
て
沼
状
に
な

っ
た
旧
流
路

（埋
積
河
跡
沼
）
と
い
う
木
製
品
が
遺
存
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
非
常
に
多
量
の
宗
教
関
連
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
点
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
当
地
区
が
人
々
の
往
来
の
激
し
い
川
港
で
は
な
い
か
と
い
う

想
定
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
本
事
例
は
河
原
に
お
け
る
中
世
人
の
営
為
を
解
明

す
る

一
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
下
村
信
博
氏

（現
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
）
の
ご
指
導
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『清
洲
城
下
町
遺
跡
Ⅳ
』
（働
愛
知
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
五
三
、　
一
九
九
四
年
）

（鈴
木
正
貴
）




